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研究要旨 エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制の構築に資する目的で、

2005年に地域住民を対象として骨粗鬆症検診を開始したコホート研究 ROADスタディにおい

て 3，7，10，13年後にも同様の調査を実施している。2020 年度は、近年における骨粗鬆症の

有病率のトレンドを解明することを目的として、2005-7年に実施した骨密度検診と、2015-16

年に実施した骨密度検診の結果を比較した。目的を達成するため、2005-7年に実施した骨粗鬆

症検診と、2015-16年に実施した骨粗鬆症検診の結果のデータリンケージを実施し、比較解析

用データセットを作成した。その結果、骨粗鬆症の有病率は、この 10年間でみると 70歳以上

の高齢女性において有意に低下していることがわかった。 

 

A.  研究目的 

骨粗鬆症の予防のためには、骨粗鬆症の疫学指標

（有病率、発生率）を解明し、その長期トレンド

を知ることが必須となる。今回、我々は、近年に

おける骨粗鬆症の有病率の 10 年のトレンドを解

明することを目的として、2005-7年に実施した骨

粗鬆症 検診と、2015-16 年に実施した骨粗鬆症検

診の結果を比較した。 

 

B.  研究方法 

我々が 2005 年に設立し、管理している大規模住

民コホート ROADスタディにおいて、2005-7年に

実施したベースライン調査における骨粗鬆症検

診と、2015-16 年に実施した第 4 回調査における

検診の結果のデータリンケージを実施し、比較解

析用データセットを作成した。そのデータセット

用いて、骨粗鬆症有病率を比較し 10 年間のトレ

ンドを解明した。 

ベースライン調査への参加者は 1,690 人（男性

596人、女性 1,094人、平均年齢 65.2歳）、第 4 回

調査への参加者は 1,906人（男性 636人、女性 1,270

人、65.0歳）であった。骨粗鬆症の診断は WHOの

基準（若年最大骨密度−2.5標準偏差未満）を用い

て骨粗鬆症の有無を診断した。 

 

C.  結果 

2005-7年実施のベースライン調査における骨粗鬆

症の有病率（測定部位腰椎 L2-4あるいは大腿骨頸

部のいずれかにおいて WHO の診断基準を満たす

もの）は、総数 19.5% (男性 5.9%、女性 26.9%)で

あり、10年後に実施した第 4回調査における骨粗

鬆症の有病率は総数 17.8% (男性 4.7%、女性

24.4%)であり、近年の方が低下傾向にあったが有

意差はなかった。これを性別に同年代で比較して

みると、女性の 70歳代以上では、ベースライン調

査で骨粗鬆症の有病率は 48.9%、10 年後では

38.8%となり、近年の方が有意に低下しているこ

とがわかった (p<0.01)。 

 

D.  考察 

高齢女性の骨粗鬆症の有病率の低下は、体格の変

化、栄養状態の変化（特に高齢女性が子どもの頃

のカルシウム摂取量の改善）に加え、骨粗鬆症検

診の開始によるアナウンス効果、骨粗鬆症関連団

体や関係者らの広告媒体などを用いた骨粗鬆症

を周知するためのキャンペーン効果などが考え

られた。 
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E.  結論 

地域住民コホート研究 ROAD スタディにおいて、

2005-7 年に実施した骨粗鬆症検診と、2015-16 に

実施した骨粗鬆症検診の結果のデータリンケー

ジを実施し、比較解析用データセットを作成し､

骨粗鬆症の有病率を比較した。その結果、骨粗鬆

症の有病率は、この 10年間でみると 70歳以上の

高齢女性において有意に低下していることがわ

かった。 
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